
１-１．研究の背景と目的 
の大 団地で 急 に高齢化が しており、

さま ま 生活 が きている 地域の地 によるコ

ミュニティのネットワークが れ、高齢者の孤立 ・

孤 、 、人間関係の 化、住宅の 化、生活

サービスの が表 化してきている ） ） 

そ で 、 族が担 高齢者が 要とするサポート 、

高齢者の居住 件が 化し、高齢者の サポートを

て さ る と 難しい くの高齢者が して

居住を継続するた に 、 族 を する の

ネットワークが 要と えられる ）また、 の

みその のが、 者を し、 ・ を 長する

のに ており、地域の が 要とされている ） 
NPO 法人ちば地域再生リサーチ（Chiba Regional 

Revitalization Research、 CR3） ） 、 によ

る住まい・まち再生 とと に、地域住民のスタッフ

が主体と る地域活動として住宅の修 ・リフ ー の 
 
 
 

コー ィネート、宅 の生活支援のワンストップサ

ービス、高齢者の サポート、居 づくり、地域文

化を育 、地域の のた のサポートをコ

ー ィネートしてきた 高齢者から に く、民間

政 り い か に対し、地域の 関

との CR3 のスタッフ によるサービス に

より、 を ている 後高齢者が して住み続

けられる環境づくりのた に 、 した 族が

担 ていた役割を 、NPO を中 （ ）とする

た ネットワークが 要と した  
族 の 支援のい る ネットワー

ク 、 の支える人・支えられる人が 目（ネットワ

ーク） に がる ） ） 要時にそのネットワークが

動し、支え 本研究のネットワーク 、CR3 のコ

とのみ市民、特に高齢者 が ており、 の

とスポークの 関係で、 ン ーの 支援のネ

ットワークで い  
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 本研究で 、11 年間（2004 2015）の CR3 での地域

活動の実践から、特に高齢者のニー に対応する宅 サ

ービスとワンストップサービスの実態を明らかにし、高

齢者の視点から実 と たネットワークとサービスの

られるあり方に いて する とを目 とする  
１ ． 研究 

 研究に のタ プがある と 、高齢

者の 族関係に着目し、その 態 居住関係と、 要と

されているネットワークとの関係性を する のであ

る 藤 ら ） 、 とのネットワーク、 ら ） 、友

人・ 人および 設 サービス の 生 ネットワー

ク、 ら ） 親族、 、友人、 人 の 人、

ー のサービス のサポートネットワークに

いて り ている い れ 族関係と をして

を する のである た 、福 震災 、

の 野との関 に着目した ので、藤本ら ）

立高齢者の 守りに関する の、神原ら ） 地域

に関 る の、中山ら ） 震災 に関する のを

ている い れ 担い手の関係 ン ー

ト・ リン に づく のであり、本報 実 に発

生しているニー の により 要 ネットワークのあ

り方を る しい研究である  
-１． 地域と NPO の  

 研究対象地域 、CR3 の活動する大 千葉 ニ

ュータ ン（1965 ）で、高齢化 の が

り、 団地の 態と ている 一 に入居

した団 の世 が 65 を えるとと に い世 の

出 みられ、高齢化と人口 が み ある（ ）

CR3 の生活サポート活動の中 高 ・高 地区である

対象地区の人口 4.2 人、高齢化 20.6 、公

共 住宅（UR、市営、県営）、公団 団地、民間

ンションと、戸建て住宅が した地区である（

） 業 設として 、 前に大 のショッ ン セン

ターがある か、高 第一ショッ ン センター（

高 SC） の小 ショッ ン センターが点 し

ている  
1965 年 に建設された公共 住宅 、建 えの

い 公共 住宅、公団 団地の と が 5
建てで ーターが設置されてい い ーク ッ

プ の住 と ており、高齢者の日 出

の が と ている  
CR3 の ン ーの 成 、すまい・まち再生

および事 の スタッフ 5 および地域活動住民スタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ッフ 5 （2015 年 10 ）であり、活動

スタッフの が主 入で住民活動の い 入を

する  
- ． ー スのしく  

 CR3 で 、高齢者・子育て世 に、高 SC で  
入した を 宅 達するサービスを ている

達 CR3 に する地 住民スタッフがお

サービスの利用者 担 、 の によら 1 50
で、 を した が 1 50 を 担する み
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である 高齢者が で を て、 り、 び、

したいとい ニー に た ので、利用者が ら

に る 要があるた 介 防に が ている 宅

期 に利用されるサービスのた 、利用が い

に に気づく とができる とから、高齢者の

を ている 宅 サービスの 報を たの 活

動 時期に られており、その後 高 SC の CR3 事

およびスー ー の のみでの と てい

る そのた 、 の利用者 か口コミでの情

報に られている NPO 設立 より継続しているサ

ービスである  
- ．ワ ストッ ー スのしく  

CR3 で 、生活・ らしの および、小さ 修 か

ら住宅 体のリフ ー までの住まいに関する に

く対応している によ て、CR3 に する

地 スタッフが対応する 、 業者 介を

、CR3 が けと て対応する があり、 に

応じたコー ィネートを ている 修 、

日 生活のサポート業 、CR3 のスタッフが対

応する より が に た 、住宅、福 、

政 業者・ 口 の 介をお リフ

ー の によ て 、CR3 が として対応する

た 、 けと る NPO 設立 から している

サービスである  

．研究の  
 本研究で 、2004 年より CR3 で継続 に実 してき

た宅 サービスおよびワンストップサービスの事例を

し、 する  
-１． ー スの  

 宅 サービスの利用 を居住地 に するた 、

利用者の居住地を地 にプロットし、2004 2013 年

の利用 の を の大きさで表した（ ）宅 の

利用 高 SC から 500 の居住者に く、UR
住宅団地および 団地の が高い 特に、 から

の が れた住区にある UR からの利用

が高く、 りの 業 設である高 SC の利用

が高いた と えられる また、 れるが、

市営住宅・県営住宅から 一 の利用が える じ

で 、高 SC と の間にある ス通りより の居

住者の利用 く、 れ くの 業 設で い

をしており、高 SC の利用 が いた と で

きる からの利用者 けられるが、利用

く、 の利用のみで 化 してい い  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- ． ー スの  
2004 2013 年の宅 サービスの利用の を表に

す（表 ） 利用住 、利用者の居住地を住 位で

し、 した 2004 年から に 大し、2007

 

 

 

4  

 4 3

 44 4

 

 

 

 44

 3

 4 4

3  43 3 3

 

3 の  

の  

 

4 の  

 

 

 と の  

 

 

145

住宅系研究報告会論文集 10　日本建築学会　2015.12

－ 145 －



2009 年に 大の 70 住 と り、 第に して 2013  
年で 43住 と ている 宅 サービスの利用件 、 
2004 年で 27 件であ たが、 加を続けて 2008 年に

大の 679 と り、2013 年で 383 と、 し がら

かに にある（ ）宅 サービスの利用に

、高 で 期 利用と、 発利用がある 利用者

の利用 の割 を年 に した（ ） 年間 20
利用する利用者の割 、2004 年 で 0%、2007

年、2010 年で 5 であ たが、2013 年で 16 まで

えている 発利用のあ た利用者の割 が り、より

が高く 期 に利用する利用者の割 が えている

が み れる  
- ． ー スの 域の  

 宅 サービスの利用 域を地 にプロットし、年

とに 化を した（ ） からの が れ、高

SC に い住 において、利用が 大している 子が

える さらに、サービス 利用の か た市営・

県営住宅および、 の リ に 域が 大している  

- ． ー スの 者 タ ー 
利用者の を するた 、 ンタビュー を

実 した 対象者 13 で、70 が く、UR
が 6 割、 が 3 割である （ ）  
宅 サービスの 、 高 SC および宅 サー

ビスの利用の 由、 後の継続 に いて、 ンタ

ビューを た（表 ） で 、「スタッフたち

の人 が いから」と、対 で じ地域のスタッフが対

応する さが られた また、「き かい対応 か

ら」 、 に対応を える CR3 らで の さと

えられる また、 高 SC 利用の 由で 、「 くで

いて けるので 利」と、高齢者の での い

のニー が られている 宅 サービス利用の 由で

、「体が い、 い のが て い」が く、その

に さま ま ニー に応じたサービスの さが

られた 後の利用に いて 、 が「 後 継続し

たい」と しており、CR3 のサービスが利用者にと

て 地域で生活する で のと ている と

が える  
．ワ ストッ ー スの と  
ワンストップサービスの利用 および利用 を居

住地 に するた 、利用者の居住地を地 にプロ

ットし、2010 2013 年の利用 の を の大きさ

で表した（ ） 利用 に いて、 い 住宅

の居住者の利用が い があるが、宅 サービスと  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
て、 に している また、利用 に

いて地域 ぼ られ 、高 ・高 リ に く 
利用されている また、 件 に いて、2010 2013

 
  

と

 
3  

4

 

と

 

 
の  

     

 

・ ッ の い 4  

・ い 3  

・ い の い  

・ く く  

・ 間 り く  

・ の の く  

・ の く  

  
 

い 

 

い 

3  

い い 

4 と

い

 
すい 

 の  
  4 4  

 の  
3     3  

 

 

・ く い の 4  

・ く  

・ と い  

・ の く い い  

・ い い  

 

 

・ く い の い  

・ い 間 く  

・ く  

・ く  

・ ま く  

・ い の  

・ の す ま シ の ま

い く  

  
い  

3

い 

4

い 

 の 3    

 

・ と い  

・ く い 3  

・ い の  

・ り り  

・ の  

 域の  

 の ン ュ  

 ン ュ の  

146

住宅系研究報告会論文集 10　日本建築学会　2015.12

－ 146 －



年 の 化を す（ ） 平 すると、年間 100 件

の が られている  
-１． ー スとワ ストッ ー スの  

 宅 サービスとワンストップサービスの 用利用者の

をまと た（表 ） のサービスを 用利用

している利用者 15 で、 ち 14 宅 サービスの

利用者が、ワンストップサービス 利用を 大している

高 地区の 住である 件 26 件で、2
利用のあるリ ーター 8 である として 、

リペ （修 ）が 17 件、および、生活支援が

く ており、日 に た とがあ た に、宅

を通してサポートをしている CR3 が られ

ている リペ の 野で 、スタッフが 、

工 をし がら対応する か、 の 介を て

いる 生活支援で 、 交 、日

り と スタッフが都 対応をしている また、リフ

ー に関する 2 件ある  
- ．ワ ストッ ー スの  

 ワンストップサービスの の ち、生活支援の

事例 ターンをまと た（表 ） 事例 の タ

ーンとして り ている  
16 件中、14 件を CR3 のスタッフにより対応した

い ートとして 、宅 利用者からが 10 件、CR3
の 営する 特 の住民が 由に れる とのでき

るコミュニティ活動の拠点利用者からが 2 件、地域

支援センター（あ し センター）からが 2 件、チ

ラシが 1 件、民間生活支援 ーからが 1 件であ

る 大 が CR3 のサービス利用者からと ている  
対応として、CR3 で対応した のが 14 件、親族が対

応した のが 1 件、 介した のが 1 件である  
として 、 の交 、日 生活の

り との で特 に ス のいら い「 業

」が 11 件、第 者との交 の のた

の「 」が 4 件、 の 要 「

」が 1 件であ た  
の 由として、 業 、 体が 由

に り 担と る（でき い）、 親族に みにくい（

い）、 民間に い、とい 由によると が

大きか た また、 、 交 が （でき

い）、 の手 け、 一人で 動する との  
の対 のた に、 られた である 特に、

に関して 、す て CR3 の利用者からの であ

る 、 に いて 、 としての立 で く、 
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視点を た第 者として、 明を いて か

り すく える 、本人の を手 けする役割を担

ている 、 の付 い の 明 の

、 できる人が一 にいる とで の

に がる 果が えられる 関係が成立してい

いと でき い である とから、CR3 が一部の

利用者から られるネットワークの役割と ている

とが かる  
． と  
）高齢者に 要 サービス に いて 

 のニー がある とが か た  

い ・ 日 生活の 業の  

サービスにより、日 生活を支える  

日 生活の り との 対応 

業 が 要 り との に対し

て、 に対応する  

第 者との交 急時 の  

関係の に、 支えと る役割を担  

高齢者世 にと て、 した生活 のニー があり、

地域 に でき、 業 に に る とので

きるネットワークが 要とされている とが かる ま

た、宅 サービスの利用者と 関係を築いていく と

で、日 生活の 業の 、 急時 の 担

の のた に役割を担える存 ていく 性

が された  

）ネットワークに いて 

NPO のよ と るネットワークが 業 ・

に高齢者の生活を支えている実態が明らかに た

NPO とい 存 によりそ で く地 スタッフが支援

の 要 高齢者とのネットワークを築いている た し、

ネットワークが 化し NPO のネットワークに  

 

ていく きか、あるい NPO のネットワークが

ネットワークのよ に ていく きか か 後の

テー である  

）残された に いて 

高齢者を支えるサービスの維 ・継続・発 のた に

、 営の みを える とが 要である コミュニ

ティ・ビジネスとして 営の 支 の から、 者

からの 担 けで く、 の支援、例えば 政から

の支援体 、 後 が 要である  
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